
会議結果の公表

附属機関等の名称 新沖縄県史編集委員会

日　時 平成３０年１２月２８日（金）　１０：００～１２：００

場　所 沖縄県公文書館　講堂

出席委員名
赤嶺政信　新垣安子　大城　學　狩俣繁久　近藤健一郎　里井洋一　高良倉吉
高良鉄美　豊見山和行　鳥山淳　波照間永吉　比嘉悦子　宮城晴美　吉浜忍

議題及び報告事項

１　報告事項
　（１）平成２９年度新沖縄県史編集委員会について
  （２）平成２９年度刊行物及び３０年度刊行物について
　（３）平成３０年度各専門部会について
　　　①図説編『前近代』専門部会　②各論編『民俗』専門部会
　　　③各論編『現代』専門部会 　　④各論編『現代』専門部会
　　　⑤刊行計画検討専門部会
　（４）県史料有償頒布について
  （５）広報活動について
  （６）普及版（ビジュアル版）について
  （７）資料編・ビジュアル版の位置づけについて
２　審議
　（１）図説編『前近代』の内容構成及び執筆者の承認について
　（２）各論編『民俗』の内容構成及び執筆者の承認について
　（３）新沖縄県史刊行計画（第４次）策定のスケジュールについて

議事の概要

「１　報告」に対して、以下の質疑・要望が出された。
（１）各論編『言語』について
①言語学特有の記述方法そのままではなく、一般読者が分かりやすい形での
記述を要望する。
（回答）用語解説や側注をつけるなど一般読者が理解しやすいよう工夫を行い
たい。
②今回の各論編『言語』は、これまでの研究成果をどのようにいかしていくのか。
（回答）言語系統樹等、最新の研究成果を反映させ、言語地図も作成する予定。
（２）有償頒布について
①各論編『女性史』は完売したとのことだが、再販の予定や要望はあるか。
（回答）再販の要望はあるが、今のところその予定はない。
（３）広報活動について
①教職員向けに県史活用等について研修を行ったとのことだが、どのような内
容だったのか。今年度刊行する『沖縄県史　図説編２前近代』も授業で活用でき
る。そのような研修をぜひ継続して欲しい。
（回答） 教員向けの研修では、各論沖縄を授業で活用する方法について講義を
行った。参加者アンケートで、授業に活用しやすいかたちでの本を作って欲し
い、出前授業を開催して欲しいなどの要望があった。図説編についてもそのよう
な学校向けの研修や、県民向けの広報活動を行いたい。

「２　審議」については以下の質疑・要望が出され、その後承認された。
（１）図説編『前近代』及び各論編『民俗』の内容構成及び執筆者について
（２）新沖縄県史刊行計画（第４次）策定のスケジュールについて
①各論編や図説編の内容、刊行する順番についても改めて検討したい。
（回答）刊行計画検討専門部会や新沖縄県史編集委員会、専門家のヒアリング
を行い、検討を進めていきたい。

公開・非公開の別 公開

非公開の場合の理由

所管課等 沖縄県教育庁文化財課

問い合わせ先
史料編集班　担当：納富　香織
電話　098-888-3939

備　考


